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0圧eltS論題に寄せて

昭和24年ヨ河． 学制の改変に依り発足した許湘南尊学校も日成になり、競争の改訂

波紋を之かきながらも成侵五紙れ今日に至ってし、る． その間，奄美大島は翳二次大戦に

引き酷さ′研和2g隼／2持25日麦であら炒各教育∴政治、文化の面については察し＼ヴ

ー
工一肋こ轡産れ． 壁上切なさ外国の畢攻下にあがれ会でCの来歴は轟に限られ、域辛に

次ぐ文相の麻粛状態が賭けられた一喝和28年12胃25日． クリスマス璃して垣寓へ

の復帰併実現し、幕内タにでりてその日の感激は今尚． 私壇の細中に新た仔ものでめる．

渡航の自由骨、詰められ． 孤立した島々に乳机凋組の如くノ文化の灯が・さし留めて6年

或耳の大島轟啓学校も砺施蟄ノ席菌の購入域考がなされ、教育の磯乾も紺混糸埠されつl

あう中に‥＞どの一葉こしての生産姦隆圏のグラス部活動も醇海こ在日． ここに長Ⅴ間ノ齢

初を鹿廿、部舞各自か命題しなが、らも奥威し確立かった・白虎科学⑦凝蓑観閲としての本

鶴かOY一七enSの義満の下に拠巨星晃． 郡司を酒気づかせ． 臣水に灯す呑ケF′． き開か

せ，大自然の起吹き邑轟き鵬に充釧こ感曝させ． 意別席の食する要事，又は彼等の跨

する小丘としての任を東鶉に定める．

姦凰ま′ラテン音ご，爽番のMOT、n川考S止りRもSもn受Sは札の蕎涙

に舞し、日銭軒撃では′佐物地理学上∵恵美大鳥は衆淳区〇六erLも乱しReeも01℃

に濁し、塵戻轟以北の日本マ土との動物分布上の増募と． その位置の轟、次には奄美大島

の自然科一挙餌軒兜笥査鉦，台湾及び琉球列島の他の島々に比べて拝醇に少なくノ束だに充

分とは奮えず′未知の車壕が渡れこし、呑ものと推廃されノ永車が婆の二酷寒の曙光こしての

授剖芝東にす密を食むものであ否． これには・同唱帝は切鞄，魔乾並びっこ諸穂生の御指導

と仰批判を仰ぎつつノ本毒の充突き計るとj引こ奄実大島の自侭の裸求の一㌦一勒こしての松割

藍果こせたい．

ノ959隼77ヨ27日 顧　問　　　森　　甘　　露　療・
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糾利写発刊にあたり

人工街宣し、や田口ヤトソト尊と勒寧学界か、

世喰たわか＼してし、う昨今仇○んogyがヤゝ

もすうと忘れられがちごある． しかし珂ロケ

・yトや人工肺象の最後の冒的は宇電施行ぐ祈

る．
しか、し宇宙微1千は確かやうかとなると人

間だ．し、ヤ駐塀だ、。大工呼門針こはじめて乗っ

たの：b犬であう． それ」やえ朝野が生きたまま

で衛拝す引こぼでの雨露の体の晴連、蛙質．

職能等き輝く灯らなければならなし、． それば

生物の茜軒ぐ有り． それ仲之生物学は大切な

のて怒る．

ぞれで常々は． 今年四日からワラブ昇一同

学軒的なものと帯んと埼凱リブれどもワラブ

のE‖杵で否「うクラブを潤しての友好と盾顆さ

っくり田結互醜くするこし、うここの枠内で出

来うだけの相識を昂につけようと努力し、努

力の培某・こして．
水俣はじまって以来の皆儀

度の参和した一泊裸集碑行き都南この協力と

即の先生方の頂き指導のもとに達成し． ま

た四日以未年過月曜日に部最か集まって1爽

快．観察したデーダーの金成も，太賂酌をプ

ランクトン環東． 粗察． 山羊昂の金埴朝の礪

l画野憲・武ii

∴∴
資∴珂戸峠遁坤の稽抑滞貨・校内催物詞査な

どが完成し、一応これ－与の㈲作製音終えた

ので．これを記線し、また他の領岩や他項同

ワラブとの桑碑のため． 生物部多年の金額で

書記境輩たちが一夜もなすことの出釆なかっ

た創刊寄港眩なすことができたので萄呑．

これは一年のせ生徒十余名，［二年の男子三

名，三年の常子二人′計二十亀のノリ駅人罠か、

郎頃耳鼠のなかぐ成し囁ただけに大膿駕に匹

敬するものこ確信し． 部員会員が玲りこする

とこうである。 これ号なすには、金成町1二は

クラブ予算の半額と質し都鍔の並々ならぬ

酉労と笥刀で・番ったが，都県の一敢協力と暫

し、町鰭．大野′森田両発生の憎導のたまもの

で万石。

かけで卸積尊下ごった森田大野両先生に

恕紺すうこ薬こ． 一・二年の帯電がこのあこ

きうけて． 二号・三号と′永続発刊を細存し

て琴芝あく．

／β59年1／円　　　盤物部々長



開　郷　採　集　記

囲　野　蜜　武

冒呵生郎細々昏動の丁賓として役外郭塀の生島，会布・観察並研二昧爽互勾す．

喝町竜郷打及び苗釈市の一部

行痙27日昏輝くバズで）－ぺ県道ト→浦上－→大勝－→浦→故習－→ズ鳴く撮勘・

→壱輝くバス下車ナく山道徒歩ト→円・，（－滑）

2相臣（欄先制賽「徒歩）ぺ畏遥硬筆ト＿→需渡（午前用時硝ト→

く讃）一机（‡雲守欝〕1欄（一軒絹ので毛てし、ない姉）ナ→・

僻〉「本茶味（干后欄項バスでH響亘賢雲が）霜雪監

日程ム月27日土曜日午盾2時発

堺田人貫／ア名

和諷池田紀子（7の7）

昔正子（7の2）

・中川淳子（1の2）

隻． 頚相子（1の4）

盛敬子（丁の斗）

野
寵
野

詔
樺
太

・
－
ノ

着
生
問

ト即
慮

経度

患　武　（3のr）

勲
∵
実年

（jの率）

代ス瑛計／． 9√1）阿

食県その地スβの〕呵

予備変容情人9〔フ〇円

ム日2g日日港口千石ム時者

都田弘． 東（／の〃）

大森渉子（1のプ）

1氾網弘子（1の2）

木藤弘美（1の4）

都曹暁子（／の卓）

白寒男（2のム）

雨平一郎（ヱ①∫）

味拝賢一（1⑦〃）

森田宙斧

〉軋J9m円（霊器又、呈孟00川又）

摺帝品

探熊野異痛哩喝（・の，綱乱（4）． 野恥Uつ′奉つぼ（． ）ノ腎ビン（70）

解剖蕃異（一一精）根煉り（在）． 種物環異同昏練葡く各自一将）′三円絶

てrんてし、バサミ・（／）ノア47（2）． 空気銃（／）ノホルマリン（1耗）

アルコール（7瓶），カメラ． 薬品箱′血清

上記莞上うち、，大きなプラン老立てL7†針こ． どの凄戒が番やぶ苦れた． しかし、こ

ノ空勒郵軽定以来窮めてのせ生徒の参加で′れ嘗成′．
鼠デたこと肩部最金環の終りで萄る

／甘1ノ奉加ノ、東㌫癌草鞋平喜やろ一憤慨千懲二二に．
ちょぴノーノう感窯互選′ヾ． たし、。
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27日この甘l諦んど堅上だったので腿了

壌なし． ′とはし、え竜軋呵間の山温∫000

77乙の確で珍LL、頓物封栗東． 祖呵専門の大

野館主は大暗夜をあげた。 野粗銅乱とも

ぎっしりしまった． 円モー恋客聾した。 な

お． 大野発生はトンボの珍確を楳壊した・

2g日印部客の村はずれに． アサ千マゲ

ラの大群を発見． 枚十匹つまえた。 円から

秋冬間は裸衣柁成田∴活殺柾町株集． 磐石

の多い地形紅ので特殊な層物が、多かった8

空気鹿の獲物l募金・くなし．軟毛出範後味の打

雨郡、降り賦したので．昆虫項の呪複が少なく

秋風宅庫凛峠欄の林題の未定会の棟の中では

升ハブロトンポ顛亡か＼ノ￥の他あきり儀の当

らなじところに成育する動物植物か晃つかつ

巨，

行程的ZOK仇で練一人へたばる薦なく踏

査できたことをうれしく記し、，これで女生徒

も匂情がつし、たごあろうし、来年はより以上

の成果を細待すむ

体滑の組成　と作用

脊椎敢物で草も高専ごあり・白み藍の体の

中で体液の働き芝紹介してみよう，まず血液

の1鑑田、血液の働き、血液の最滑、血液型．

血液凄恒子．輔虹等LUった頃にめげる・

○血．液の叙軌ま状のよろになっている．

（l）哺乳類では撫核である，健の番廠勧蘭

は帯枚（畏固形）． 喜成剣はヘモグロビ／

（血色素れemOgL0わ乞ル）で淡束管であ

る，ヘモグロビンは駿東亘理徹すう． 売血．

球の敬は1乱がにつき男が町∫00巧．

せか存∫∂万，ヒトの触球の大きこt！ 、直

径溜「蜃こ2㍗ノ甲乗ご1ドこなってし、さ

瞑目［（2）．日鉦額は骨ずし、でつくられ．

南　　幸　一　郎「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

大形の日血球と． リソバ曙でつくられてし、5

小型のりンげ球とダあり、ヒトでは2′こjj嵐

にくび軋て見え舌根互もつ，直径／Zへ／∫

㌣の抑聴．
復毛は球形の懲邑めった痘痕g～

／ZPの瑚児である． 体内に1m刀自二ム000

へgOOO層で． これか1百番富田圏などを鼓す

働きぞする． C3）皿小夜は不慮の形をした

ごく！ l＼形の紺岡で血液中刀椚タにつき20

へタ0万憫含まれてし、る。 血液を凝固させる

トロン式キ千一ゼ芝もってし、う． （〃）血

綬ぼ血液中の鷹は成命で金蔓の∫ム容芝き

める，橙菌留の治術忍液体でのタ0〆か水

分である． これか組成で次の働き，体内の血

衆は物質の運搬． ／jl隅から吸収した着分や呼

塀暴かち入った敢東宮からだ中に埋れ又養

分町介解して生じたC02互． 怒微から呼吸器に

君廃物を射出岩へこ運ノぶ重要獣枚目星もって

いる，働きとして≡つの作宙が番う． 渾硬腫

凧畢寺椎田、朝野作間で市乳この働きは
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血液の組成の細きご塀のようである・

遠祖作用
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OJ筒賓から吸収した沢着分⑦

凋瞑す3枚冒十血祭の均で

⑦呼吸轟の敢東互Lって各組

紺二蓬／お役日東血球の卸き

⑦組織で発塵した走廃物1蛸戸

出隼′＼遺戒按月． 皿硬の働き

＠）衣ルモン‘互内分泌腺から必

要な犠現職へ運ぶ攻日． 血京

の飾き

①体内l二頂入した布車在郷薗

芭喰み放す，・白血球の働き

㊤体内の拡斎東、その他の

①憺ロから出た血液を凝潰さ

せる血小牧の働芝

㊤体内に発生した工永Jレギー

芝各部分に理打、各等の体温

の平均化に役立っ． 血兼の敏

． 1

このよう玖撒きを体内でしてし、うのである

秋材の血液が取外にご急時． しばらくすると

かたまる． これを凝周とし、う． どのようにし

て番こうかを阿降してみさと

固JA固、血液乞こりだした直後

日野敬介後

C呵1時確後

P昭Bの一部を頂撤廃でみtもの

E暦泥澱こせた直後

F閏教会嬢で上方に白し＼か、たまり伊で、

三、5，

G固Fのかたか」を頭放線でみたもの

どの凝固の曙厚は図工で覚る．
（》血小牧よりト⊂「／ポキナーゼとし、う噂東

野血煉中lこ出う．

②血額‘qJCは十十の存在l二万＼ノて． トロンボ

キナーゼ・一一毒血衆甲のトロン六一ゲンCプ

‘LSJ

D桓

ロトロン巳ン）に作用してこれとトロンビン

（凝紅葉）これ之金

①トロンとノは血衆中のフ4ブリノーケン

に作珂してワイプりンlこすう

㊨フィブリンは血坑を封じて． 血餅を形成

する。 このようにしこ体外の血液は猥領す

る．

以上ひ、j凝固の慣庁を，こんどは． 小生連

の血液型につJてみ急、
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1，豚の血帝により、硬貨すうかしなし、かに

よって，人血芝介項し、凝集するの色白型

凝集しなし、の邑廿里こする・

ク．0型の人血邑イ工ウサギの帯陳に注入し

て得た坑M′眈N虹簿に輸する人の血球の

凌集反応からM、N、MN型のβ型に命題す

う，これは軽首の鑑定なごに用し、る．

3．禾毛ザルの未血球芝テンジグ木ズ合の渡

座に注射して得た洗血清ご未血球が級集す

う人l暮Rh礪性．産泉Lなじ大はRh喰

粧、もし、Rh喰性の野が喝畦の職忠を性風

すると．第一児は埼率．賠二渇奴後は封の

血放中に耽Rtl鹿策東ができて卸巳の血球が

破壊．されるので・流産するここが諮る．

4．希虹球中の凝集元鯛虹滞中の凝集素と及

応すさからである‥人の夜寒元にはAとB

と訪あり．凌集束には・αこβヒ訂あって、

AとdPとβ机、っしよになった時に敬虔

反応を燈し、Aとβ．βとよとは散策反応は

庭らなし、．各血液型に食まれていう凝集風と

旅集束との閲漁は下表のこありであう

誕簑泉床血球）
し．．＿．＿，．＿．＿＿，．．．．＿．．■．＿－＿＿＿＿＿＿主理準更璽）．．

＿

β　はB
吏宵警手至当

な
盲

Li
I

コ㍉「二． ：二子β

橙集反応によってA′β，AE，0型がわ

かる． 次のようにして． 本校生徒の血液型吾

1閲でたら阿のよう駄埼果宅なった＿

座頭標準血酒（市税A・B奴清）． 軋

局方アルコール、紀贈締′マッチの軸，スラ

イk汀ラス． 顕敵囁

回1，き机・に1j、し、たズラ相をとり、そ

の中央lこ． A型血清（掟B血渾）と． B型血

清（拓A型血清）を一滴ずつとる． 図1

巨頭2u甘食′紺摘草した針芭軌、て二滴

の血液芝ころ． B型血藩にまぜる． 判の血液

一地層A型血濁七人凡てよくかきまぜる．
巨頭3・． 発令に混合して2へj分別て醸

したげしなし、か芝肉限ご願廃する判定の困醸

忍時・に噺乾く100ニー300∴倍）で見る

頭身この反応有乳こよって． 塀の町つの

虹範型御、区別できる． たがB型． 右がA型血

清
B型血清‘　固Ⅲ　　A型血清

）（坑β型血清

‾一一日‘1ェ‾ニー－－‾‾‾

蒜蒜蒜蒜㌻†丁ニ

トlトー、一一・一、－－－、‥l一一一一・・L一一一一一一一・

B型血庸（戊を含む）巨

血夜型判定預相和しl訂Ⅳで十は緩焦して一

首凝集Lなし、． 本校生徒のものに‖訂VIL絶て

もらう、

これは希望巷だけであったたの金枝蜜まぐ

め三層か劇ここ色感命lニ囲う。 今、根も紆サて

ゆきにし、ヒ窟います。

AB
町Ⅷ†t

A＝△豊日

日O

‾1 日
く
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（A型）

とし、うよう駄幸で虹液型は衛っ土氷帯乗萄鳴

してからの子環の血液型はこし、大ば′メンテ

ル式凄転置行う噸覿範境が秘められ⑬ため

吊にわける分取をはっきり熟のう車ができな

い。穫ほ二割まAB，○タの3種で0はA及

びβに対して携性ごAとβは博坊の喝株は記

し、その暖伝音型及び壌範子方式は周Ⅵのごこ

くである＿もしい蔓常左して出血孝慶の時は

轍虹か此畢七試る。 その時受血義と稔虹着の

血液融を鞠ぺ脚互蘭嵐の凝壌魯確の． 原

則こしてノ同型を輸血するか、町皿のように朱

印の方向に輸血してもこしつかえ彦↓「∴剰代

用虹寂と，し、って血液の代碍品ち位管内l二注入

BO

（B型）

ヽ
ノ
の
型
型

撰
液
現
0

子
血
腫
ヽ
－
ノ

の
頗
型
0

密
い
型
⑪
B

配
貨
現
朋

子
わ
血
債
A

AYB！ 0．A．邑AB

一一一一一一一一！＿＿一一一＿
上．． ＿．，．．．．＿．．．＿一．－．

ABxO㌢A」封O AB
崩㌃苅「二二十‾．

～‘

0

iA，aAB
A酎日当I

ABXA勘 BA
a

A

すう．鑑定L等初で血夜の凝周，溶解も起こ

でなし琴爪、心事1際件で．こ「い二は次ののな

ものがああ．

／、生理食直火0． ♂∫鵬の籠食塩水

2．リンゲル液

3，ブドウ確輔∈（2∫房の柁ブドウ腐威萄溶

液

4、乾醐血猥音虞空で冷風しための

で京題永に宅かして梗用すう．

以上のよう放革別本内外にむし、てj本液（こ

こでは血液）の働き∴腫滞日P堪ぺてきたか、一審

選伐仔が．思ってし、る以上の衝き致してぐれて

し、香．最債I二頂ア一戸ウ蕎軌‾躇軒丁フ・
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山羊鳥植物分類1

被子従物ATLgもOSPeYT恥はe

双子黒檀材DlノCOt，yLed． OTleQ，e

合弁花Me・tO． CれLoノーmyは色αe

So」⊥γ㌧Ⅱ」rOLCeαeはんげしよう科

CQ。 SLLα1つLY㍉αSもT㌧LCもαA

ttolハモクマオ

Lo．bt′αもαeしんけい叶

LeLLCQ． SmOtLLSLmn・一帆／α－

LLVCLγChl． nSltLS・Berい

一七九マンバルツルハッカ

RはbL乱Ceaeあかね軒

PGノeαeT、もαCれt几eltSi／S

HαnCeVαrmG・YLtt用はし：ロー

はγ11ハマへクソ刀ズラ

CはCはYDtもαCeO＿eうr）叶

T†・tChosα11thBSbmctea

もαVOt．

官もオゝカラスウリ

PT、Lmはt仕GeGノeこくらそう斡

Lysも1明HhChl． αmnはTLtうノα甘い乱

し0．mcLTねハマ滞ッス

OTObq． nCho′Ceαeはまうつぼ稗

A針針い代読ん乱・い用ルCαL

ナンバンギセJレ

SoLcLnαCeOノe圧す叶

Tu． boGGノpStノCしんm′（Ln重†mL

軋ml1乱柁∴VnY㌧・OboVaもし山肌

Mαkマルバ八ダカ水＼ズ、キ

PiノPe†a′，CeイLa一ふうとうひずら科

PepeJr07や屈し一CLPOmLCCL

M且kスナ丁ソヨウ

0し′eむCeO． eもくせし、科′

LiノgCuノSもγは誰しき仇牒OrLレC

はmVα「′PuノbeSCeltふkO

bは乙ケネオ、ざモチ

ApocynaCe・α色′きようちくころ朴

丁手札CheLospeYmLん吼tLは

kL止eげLSeHCLtはS・レ廿日1＋7「キナ

ワテ4刀刀で、ラ

ComPOSU1＆eきく科

CY，ePL乱し乱5，tr山肌LamCe

oaも比mNαko′し木ソげワタン

Er・Lge・rOれ一Sしんmq．

七rellSL5

RSもZダイワソアレナノギワ

LtgはしαrもSも・比SSl／LmgL

neαMakツワブギ

ChやySanもれe甑川しい岬0†L

e1㌦SeVQ，r′CraSSlんmKLt

mmu一γはオゝソマノブギク

SoれChれ501－elへ＆CeはSL

バルノノゲシ′

ずOYm且・いいもレVもJHレ11α磁

ホソバアモ／ノゲン

二E職tLLmSOn・C恒け0い拍

DCウスぺ、二二ガナ

軸eαel／し＆bLfL01ハ乱DC

キダ’ナハマグjレ′マ

MoY、qノOe乱8くわこ軒

M01／TはS．

乱はSl，㌣はしもSPo

LreLシマグウ

Ft′Cu＿5ナel′ルSL」ガソユマノレ



FtノCしんSVCLS｛＝⊥し03qJつ∨乱し

しハマイマビワ

Flノ0址SPLいれtLnL‾方オ4ダ

ビFt′Gu．

SeLecも乱Thしん咋b、

！XL二、∵

AsGlノQPも乱mOeaaヒうりた稗

TytophloY、乱丁q几akOe卜4

αぺbl几ツルもウリンカ

Hoy亀、Cα∴日も05nR，βγサ

クララこノ

レLPtもCαべ）eCLe，し、らくさ都

BoekmepL1eLgmnle＆

Sαもαkeニオウマ升ウ

PonZOLzも且ZeプtJい1tCO．
Bomもkマンノ†’JL／ツルマオ

降昇餌AY－C†tLChLαmy蜘e

Umbett． LfQ」へ1e・セり舞

Ge． 軋teLL乱し（LSt． ntLCnレ

ナbツボクサ

PeuノCe＆n札止帆組POm心Ce

mTh軋れb7Rタソボウフウ

＞もも乱Ce11e／ふしどう針

航岬e・し0′SもSbナe＞LPe′血は

牝GLルqtnTY、α比tL⊥e七七eナ

Vnr，白はnCet．
Reh乱，テリ

！＼ノブドウ

∨LもLSノノαれ乱も乱Rokbリ

ュウキェウカネブ

」αLL10′GeOノe，クスのき朴

Cい1′†犯耽○γ札離し打岬‘p11‘LCα

St′ebヤブ二、ノケ′「

Tkeq′CユeCteつばさ叶

EuJやyme汀LaTgも11は七甘・ド1α

kハマヒサカキ

（〕〔いγ国「三LLL乱打⊥′PUn一ノ信二軋

（91

Lヤブツバキ

LO房州UL牲OSG． eまめ科

Co． nnVαLもSLL牲eq。 七乱D

Cハマナタマヌ

Ac且Ct． alGO†げ軋S乱MeトT

もtもソウシゾユ

MはαCktaTq． shLTPも門札

kハマエソブコ

ULgれJL∵し比もe乱A・Gr． ハ

マアズキ

Mo．ty軋COαO． あおい科

St′α比yhombq0Lt乱し・

キンブブカ

CY・乱SSはtaCeO＿eヾんけし、そう

斗Sed′一帆はnt守し0両m・Hoo

k，elbArn． コゴメマンネノダサ

RosqノCO（1eばら舞

R柄押しOLepLS＋しい几beバ′しα

七αンヤリンバイ

RosmVUもChuハ1LtαMJLIEr

eP，VoJ㌧． eL乱れ売い止しtge∵「α

白onααリュウキユウテのり4バラ

RLtbはSst′ebOtdノLEtLt川

e穴ウロウイテコ’、

RはbLLSP乱「止し∫01ノt止SL

ナワンロイチゴ

Ly七hP乱Ceaeみそぼき叶

Lo＿geSもTOenltO＿SLLbCoS

もαtα＞αγ，Sはbbiノ小もetL

nkoeJL几e．
ミノマサ〕レマぺり

CeLaS七㌣乱Oeneト言こしきき科

EVOYLYmu－Sき乱PO†tLCしんg

Thはnb＿マサキ

○メnLL乱ぷい〇eH1巳． かしぼみ科

○×はしLSCorれ亮CL上し乱1ak



（／CJ

刀ダ川、き

ELtPhoナbtノ＆Cene、たかとうだし、

科PhyLtαlttkSU「いい日当ル

」コさカンソウ

GtOcケ㍉し乱0110boLLαtu＿m

Sもebe－も． Zu一cc，カンコノキ

Bteソneq． YhnT仕れOLαeS

M軋ett－AT8オオンマコバンノ苧

Aれ乱CQ． サよレ乱Oeαe． うるし科

Rh軋53a∴山Ln∴LCQ′」つtでノ

キCaLLもセナtCh（lCe．

αO． みずは

こへ朝一

円仇LLotuノ5才乱P。 1今tCⅡS

MはeLL－Aト畠ア升メガソワ

BもSCho口説才の欄－1LCa

BL軋meアカギ

Et＆eOCα㌣PnCeae，ほ5どのき

朴Et乱eOCnrPu－ST乱POrlうノC

は5Sもeb，巳も乙はCCJコ八、、

ンモチ

CはナyophytLαCeαeなで、しこ

汁Dt′α灯LhはS‘k有はSもan丑＿門

αk．
ヒノバマナデシコ

Mαgn0しん且C已aeもくkん斡

Steph…もα拍POntCα

MLe1－Sハマノバ刀ズラ

K山S軋mしい岬0YttCはD止

れαtサネカでラ

MetLnC色αe′せんだん締

Meti′乱AZed． nYllChL．

＞仕上いけ0†tもCaMnk，セン

ダン

OGn〇七heY、はあがはな科

Psl／αはmGL山乱丁1いノ乱」，八、

ソジロウ

艶子等MoれOC〇七yLe

doγレeOノe

C01¶meLも¶ペLCe＝he，つゆくさ坤

A住eI′te吼αmnt乱bすいtCu・

勒Mer「，シマイボツサ

CommeLt几aCOlnWル日へtS

L，、ソユウサ

LiノししmCeαe，捗りせ「

Dも乱れetL乱en・SL字ot，しα

ReC七〇しん七e干キヨウラン

Asp軋rng止SCOChLれCht′

merLStJMerr、ワサス軍刀ズラ

ト厄七eY’OSrntLax畠軋POれも

Cαk軋軋th，カラスキハサンキライ

Lt．

rtope豆「且mもれもプQLl・

れBcLkel（リュウキュウヤブラン

S乱咤5已レtertO＿Zet． し乱作も

C乱WLLL乱erLOvJチトセラン

He・r†lel（OC乱tLt5αLSももC

十LnDo†′しノカンゾウ

Gr（もnlt，neはeL、ね糾

A再hPは×0YlhtSpt血沈5

Mαね′コブナグサ

PhメtLost軋Chプ5乱はトen

H0れ正孔水テイチク

Seもはいも且ULrも乱し5：BC乱

はレ工ノコログサ

ZoYSiノα．
乱POγLLCmS七e

止d′，シバ、

PtaLobL軋St止Stt． れe乱ナ

LSI山腹k乱しリュウキュウーケヴ

0ナCllL乱乱C已且eらん耕

Lu＿St′軋七色トeSBLu一明eボ‘



ウラン

Cq爪γい1Ce． ne亡んだく斜・

AtptYLL乱． ミ‖PeCLOSαK・

Sch山肌は軋れげ、ゾトウ

P仇tm乱eLゅろ軒

Lt＞tngS七〇孔も乱SuJつgLo

bosαM仇ナももはSビロウ

Cype′γ、αC68e卦やつけぐさ斜

C吼ナeズSOCもα七は．
800もセ

ダンロスゲ

CαPeXBoo一七tJい生はH00k

e七A上作ヒケてゲ

CyPe†「⊥SCyPerOi／乱eS

0． kL上作七zeワグ、

AもncLYツLLいいhCe． α8°ひがんば

甘坤Cl、もγ＿はれαSもα七もCO＿」．

＞aYl汗叩0－1LCⅡmBa－keT

ハマオモト

裸子碇物GyntYtOSpeTmne

Ptバtl10ノGeae去っ掛

（・り）．

Pノ性はSLLtCk止む耽SLS］廿

αヅ㌣hJユウキユウマヅ

PocLocoノYPqCeO・eいめまき叶

PoαocQ′tPはSれαCPOPhy

LLはSP． DoYLイ又マキ

羊歯梗喝PterLd・CP恒声鳩

PoLypodも乱Ceq－eうらぼし稗

CyYヾ七〇乱も止1孔子αナ乱七はれP

TeSLオ二ヤブソテツ

NGPhい0LepもSCOTαし壬0

LもnPresLタマンダ

MtノCY、OLepLnS七TLgOSα

PナeSLインカゲマ・

Le・Pt′50′PLLSUcltbyα沌αe

Chもngコウラ爪シ

Neph・γ0LeptSbLSeT、下駄

七はScho七七ホウピカソゾユ

SchtZG＝∋nCeO＿eふ1しだ糾

Lyepd′t㍉人1Tt甘LLCrOSもnCh

yはmDeS・＞ダイワンカニクサ

「一1－、三悪嶽
鰯が膨　　　〆一癖聯

入　部　し　て

重　廃　和　子

入学式の日、癒合の重に張りめぐらされた

ワラブ栢布の乳．その中の「生物部」亡

者かれた鴫なと、日を止めようと之LL青かった

私は，小学校時代から擾紅茶碇の学キが不得

手で、，それ敦にきらいごあった・だから生物

ワラブに人う見訂已、、わらとらなかった．
私は． 憎のクラブノ＼入時しこしまったがノ

ー学期の終りにあったう白の裸集金に部外希

こして参加し．
わずか一滑の旅行のうちで．

本当に藍櫛グラブの郵喫速が駐しみやすく，

うちと［ナあってし、CJ部の清朝が円滑lコ官わ

れこし、うのに晃がつき，また私に「生材」と

いうしかめつりLL、宇野へ． だんだん親しみ

が増してきつつ葡萄ことに乳ゴし、た。

私はそんなある日、友蓬に勧められて大帝

するここにしたく収に）．・私が入部す昏以網

にし、うんな爽醸在とやっをらLL、．唇抜尾麓

巨＝二集命LCL、うし、ろ布廃しこし、た。



U2）

替堅徒亡言えば． 一年生のピヨピヨヒヨコば

か、リ、

私も生物部に入部してからは校内げカ、りで

青く：校外にあし、ても，膚の草花に興味をも

う愛着を賭するようになった，

生物卸までの盾のごとく，生きた物・‾命あ

る鞠の餅窓さするので、ノ本卦こ生き吐きした

二＼＿． －ト

海部的な啓で番う．
＿

生拘部に入部工たここにより、学習にあらゆ

る面でプラスに払うよ引二部即）一人一人が

1じ好ける′＼’さ仁と払う．
ニkからは∴2じっと濁柾の部より埴歩廃属

してし、くここを期待し′又耕符にぞえるよう

な卸にしてし、かればならなし、と払うの芭ある

4－㌦l㌫nuここ　． ‾＿ここ＿‘＿‘こ　＿　ul11．

滅び行く動物「ザソ．
囲　野　寓　武

4・5日前． 父の雅塗色

郷相関を斬れこ． 部び一体く幼年和二つし、て一種

の埼現わし、た爽寿を月日こして興味環く面白か

ったのこ、ここに嘗己す。

ザンじゆこん博艮絆

がLlUゆろ日

（情昇）くぎ人のし、さ・にんぎょ）

HG． LtCO†、edは60れ． g

（EトXLebell）

印度津．． 太平洋lこ確患し，：鉾が牒引二左目ノて

ぼ八窒山群島碍延にて席題された。 （内外勒

桝樺色大図鑑より）とある。 馬くなかれ、こ

の太に載ってし、なし、11れこ、も． 大島にめ50

年耐寒隈に常々の先祖も隻たので、ある．

“普埴300隼ほどで一晩面は馬に似て首か

ら下は無に似た動河で，必ず二つずつ（雌雄

か親子かわからなし、が． 琴介在子か？ ）

海岸から近し、珊朝即先端の方の水面に浮

いてし、た。河か青緑色のザン草こか電食↑に

くろらしいとのここであう．

三十年訂． 漁師がダイナマイトで・蹄壊した

これ工∴「告とノ

ぎL昂か、あり、人間⑦女虻のものとや）旺てノ

し、て．醸両店や）黒帯巴で相馬のようでたて

がみのようなものがあり． ひれがあって亀ひ、

れか、怒り食′ぐるこくじらの肉のようでおし、L

L、このここであった。 なあ一これは竜郷村の

二幕寝．蜜木寓′空事」イ寸の尊前ご捕獲これたど

の雨か怒り、また庄園相では「うちの落・（住

河埼）チ（に）ザンのイウ（魚）の太子（入

って）一一一1－－－，」等ヒし、う喫潮’あった

とかでとにかく大島にし、た．
′ノとし、うこと

で・あう．

なみ，参考書（埼外動物凧邑凰亀小野田

勝塩素）にようと．

凧ま放る肥大して肥爾し． 料政は感状で几

き穴く．後肢はない一上旬は頂き肥失して笥

廟形に怪起し、下方に薗ってし、る． 愚邸は半

月形をむし． 毛は鹿茸ある一膝最・は3m内外

背面は養白色邑なし′下車確甘雷である・

亡顎には献なる門歯が、2． 本局って左右雨

判には‾臼歯が、3水ずつある。 率取すうも漫潮

は酒瓶で、なし、＿乳啓は胸郭に拉し海愚に上半

身芭現わし、鰯にr幼児空堀醸す急・掛合も

人が幼児に哺乳でLむう有様に取てし＼うー敬

に本理は古来人魚と砿せられた。 つ馴二各章



町くの環海に確筒し、海藻芭常食こしてし、う。

時屯軟膏項ものものが埠律するここがある。

皮下の庸帝層より高価な急迫邑振り． 喝は常

食に掟せられる．」とある．

これと． 上述の肯き比敢LE喝合、昇盈爵

彷あり一同一顧のものと漸史で、きる． しか

し古松、ち．纏LL－肛訂勢和柳こ貴重なものが、

（73）

漁師の芥此単によりダイナマイト宙魚によ

り．この世から惑モLmナてし、るので怒る．

ここに，本当珊庫の影響に常々大領が目覚め．．

宇丁ますこれらと1呆竣しこ，永久にこれ吟を

培球上から消瀬させなし、よう笥刀しなlTれば

ならなし、℃痛為した．

棟内植物一分類　冊
∠鞄、
璃尋

P7、くと空＿＞

根予腫物ATtgもOSPe†一肌αし

音子賓稲物Dt′COt′ylノed． 0†1e

－〔Le

合弁花碇物Meもnchl′軋my乱

eα． e

Gclrr甲CStノ七はeキク科

Asもelr＋i／几重しLCH⊥SL

コヨ． メナ

E＼／eCllもしもesbもer・αCL－f

α′rLCl－RcL痙ウシノワワダグサ

WecLeLも亘． tLも牲ellSもエMe

ナ「ウマノギグ

C㌣ePもdr乱S七「ⅡγLt重誹＿Ce

Otq＿七眈mN乱kq．
も水ソノでワザソ

Coも扶t正hemもSh乱ertCα

maLLンマトキンソウ

盲汀IU白ノnSonCh・しぎ0LL乱

DC？
ウス↑ここガナ

CYーePLSJOノPOrtもC乱βe軋

thYoL上作針Loノ頼POγ圧Cα

DC甘二ダビラコ

Ltノ自沈LはレLSl七眈jSLLは膏

ん！ ㌦e復円0枚ツワブ軍

BtAenSPtLOSq＿L一VnY

mtノnOY、Sche十指

シ1コバヤセンぜ、ングサ

△rta¶ltSLnd止bう一mVVα

LLヨモギ

G†抽PttnLLは一乱PLLPrtPLLr

nは現すチコヴす互にキ

TxeバーLS‘血errbα七はN乱kt′

ニガナ

L（ユC七はCO＿LnCt牝もαもα

Mはkアキノノダン

Lngel叩⊃PnO＼／αSIJLPt′七
従七a pY、止Ce

ツワブギ

Yoはmgも町律叩○孔もCαPC

オニダビラコ

EcLtPtnPY、OSl・∨一α七aL

タカサブロ

GTlはPhαtい↓mJnPO71きC

は叩」11い人乳bチチコグサ

mu＿し七もCep5いねLt

ハハコケサ

PL乱n七0．
gもrLはCeは． e

あゝばこ科－

／



し1∠≠ノ

PLaYLtはgO（hS一レ＆七もCCLC

井＼八、コ

Aco一一し七h且Ceはモつねのまご叶

丁はS七七0－P†一〇〇軋れbertsL

VnYLtⅡkt． 止erLSt′SYn

mnmO七〇キツネのヒマゴ

ScL乳性亀Ceq＿e・なす叶

Dは七沈Jlも＋SLL仕VeLoe，nSH

は軋bOLLle七BoTtPL乱札止

ラ、ノババ’ブ

Lnb⊥αもCLeしんlプし、吋

Cもし牲OPOdんⅡmCOnfも乱e

OkしんγLも乙トウ／け

MgナOSSeS．
eTr虹もαM乱X

L†札ビメゾソ

Terbe†lCLCeneくまつ上、ら叶

VerbG爪nO十手も已亘乱しLS

Lクマッゾラ

Coll＞○しレ（LCenS”ひを抑計叶

Ph．
乱ナbLttsl′rLdLCo． 白は

g心は0∵raノアサガオ

AscLG≡PL乱nCeO＿1eとこうわた

ギト

T†、nCheLOSpe†、帆はγnULは

Kl八人enSe白は七はStm且

オキナワテイカカズ、ラ

AscLGPi． nCuL「（1SSはr一L

a．」とうnた

Sはu＿rnレnceneはルげしよう

料SnJLruJ「⊥SLoLいり3もナし．

D

ecl－eハンゲショウ

MoPnCe11e． く榊ト

MoLr止SαⅡ＿SもトはしtSPo

もre－カンマクワ

F（〕七0LJ几Et′色〔二七五． Rc）XbLIノ

Ygイヌビワ

UY一七もco＿CeneL、らくそ朴

G01㌦OS‾teg‘も且ht巨七ぺLi当も

gツJレ∇オ

OK＋CLLiパ1aCeαeか、たばみ粁

0×乱LtscouノntCLLL乱もα

刀ダバ、モ

UmbeLLLfL⊥才は0せり畔

ApLは肌か几mふ′しルナb

マツ代ビ0

日ydノトOCOtyLeSLb七五01（

PLoもdeS、」はmサドリグサ

To「↓LtS∂乱PO†ttCCL＋A

PDCでプリラき

Ce†吐ノeLt乱はSi′α1パレ6月LU

rbqrT牲ツボワラ

C仇ryoPれylノLace・ae

なごしこ科

Dyy爪はトもはCo＞仕乱もα、〟も

Ltd′γLOWマンノ円レハコへ、

つつり／3山科

StePh一往航はオ乱P肌LCα

MterSハスノバカ夫、ラ

Legl孔も几OSaeまめ科・

VtCLaSは七し、ノ乱C

璃ラスのエンドウ

VLOLはCeαeすみ娠杵

VlノOtadYyPOCe＼raSA

Grはツタチッボスやレ／

PoL－y官○γし且Ce・αeた∈料・

PoLyeOYt山れChも軋erLSeL

ツルソバ

RoSはCeq＿eばら牲

RkbL⊥SStO－boL乱しBL乱rrt

e茄ウロワ4チコ

ROS乱＼ノしつ′JrO▼ノ上（二ノノりr



epVはrgLLYLCい⊥Ltge、「乱

Hol′し琉（1リユウキ三Lウテリハノブにり

MnLしん11Ceはeあ給し＼科

Abet軌OSCttⅡS的OSCh（九

七はSMecLtkはS

U二Lウキュウトロロアオイ

HtbLSCLtS作L血はblノLtノSL

フヨウ

∨ももはCeαeぶどう科・

Cnyrα七taJnPOrUもCはG

αgnGPαも牲マブガラン

良しもnl二eJLeへんうらだ絆

FcLScLトuL・SChU引づ○LLα

El今色Lイ又ザシショウ

Mはr㌣＆PLLrtGはし且もαJ乱

（1！ p

Ckゲッギツ

Rは札止nCはLaCeはe

うまのあLがた埠

CLe机乱七tsp＆几LC止し乱もα

Th．
止nbでノ二ンソウ

RはmknLしんSeLnb已r’卜事1柁

キツネノボタン

CY・aSSu＿LaCe（Le

ベんけし、そら科

つヨYyOPhyLLはmCo一LyGも性

比mSaLSbL⊥＞リ

セイロンべ、ンイアイ

Drose・rllSPnもkはtnta

Lαbtltコモウセンゴケ

こ・． ’駅

ここにノ「不の一里とノ大げ亡に遷をかかげ

たが。 これはこの夏休

みに徳之恵にし＼って樹でて王と棄乾で萄巻．

「粧」とし－う柁物は． 昔から球々の生酒と切

り配す弔はこうていできない。

その米の握り方を頒序を立てて革ヾていく

ここにしよう．

はじめに層訳隷亘「一一一一一射管呵収確遁後は管

解して一時永さ入牲ず′工藤J乳化曇振り称

健在、百日前に代掻竺して土塊芭埠三′膚屯

をならす． 塔敢行守酎腫骨錐甘斗頬

骨一尺溌エム． 丁小吏刀輯7瑠ノ′言短範型

つ徳原と作り，芽吾1日∴、＋雷二重l「、貫

く言許してナチノく1

ネ・の　一　生

面　　平　一　郎

穫子を粗く．

（苗代はたがやせぼ、たがやすほど、良し、そう

です。〕この時の硬閂貴具こしては． 厳．

郷一篤歓、壌土敬等ごある。状に肥料き入れ

も．酎ての分聾． 工旭の把沫渡によって． 一

定Lなし、群，．当地lこ放けう聴肥料はl及当．

唯＿肥j”00〆．硫座20〆． 蝿石旦∫〆． 瑠

堅ヨアメ樫原二瓶洞すう一面の生額に把して亀

艦をすうここか針か

．
・一一・で：・一°－4・‥‾・・．

登湖製後、晴天に一日間、帯千をなしノ、腹水

逢奉＿行う0

商量′り壊変は、溶府の比重／，0打の儀冶工

、1絆ノ凍結メてJG凡はとか誼∴ンノFに
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浮し、た粗を取り檜てて壌ぶ，壌び出した穣子

は泥水または清澤も水に四昼夜卿うー

（確に浸す嘱合は． 毎巳フltを双堪えう． ）漢

捜した覆轍をjlエー若水を切り． 梧又は久に

入れて濱膚尊で梶避寒直をし、朝ダニ珂古♂

C，渥膿芝注ぎ，常tこ粗の濃度邑300C牽度

に様ちノ発芽の吠酢こ応じて混濁又庄氷芝注

ぎノ枚の癒度を前節し、屯昼夜で可のように

穿芝出す。
この時ノ穿1介，楓2分からが理

想宙をある．

「
．
．

－
．

－
．

1
．

し

ヽ
；
；
●
1
．
．
．

：

．

．

位相親局1渦潮協すれば． 約2C吼ほどに

伸びう． この時評代に書く＿

脚打で＼－寵欄を35’〈一宮甘笥こし．

この間′棚∈，この呼水が不足すうこ良

く． 成長せず′文、密実もよくありません。

呵葉5枚になさヒ． 太田に頼硬すう． 齢

な卸よ圏2dcm腰壕に坤び奮す． この窮間

になうこ． 次に誹畦に摺ります。

麦ず細樹号． 反当堆肥300メ． 硬畢10

メ琳破15〆． 加里ざメ′又は水穐配合ゼO

y程度五滴属する． 種付は4衣′＼一5本ずつ

を～求こして酎け乱掘がぐんぐん成長す

引二は． やはり、水こ天候が一番大切ごある．

百姓さんは′火と矢咲ばかり邑いつも心範

してし、うのです．

又，大島は′古見こ稼げ怒り． ますのモ大変

です。

水が育分にあり、天気こ之篭れなし＼ならノ

イ木は立沢に載侵し、障弘幸毒二柁邑開き

ますこのように成尽してくうこ． 4孝に腐

歓び1喧われこきます．

ての一つ恥鮭草です． 親筆取射才百態でんに

じって大仕事の一つです。

帯一回由の喩隼庄囁打像10日且ノ培二転

冒庄箭一宮喉厚後10日官，賠三屈Eは，第

二回目喩草後10日巨にすう帆今そば，し、

ろし、う良鞠嘘や． 桑島虻もってイ末をし、ため

ずに取られるとかノ閲し、てし、ます。 双は奮虫

，や，痢冤です．
をず′脅喝は′萄蠍町や． 頃諦（DDT．

βHC二破敢ニコチン． 石溜）隼芝硬用し

鳥取の也顆は、頓

1． 二化混屯X三叱！ 頭2，ツバグbヨコ

梓有る． ズ4温4ノワジロウンカ与，

トビウウノ九6ノワロカメ由こ7． ハマキ

屯ノワハマキ屯，8． イナゴ、等で′これ

らは． 衷品モ鉱喰されます． （、ソバメ． スズ

メ． トン略奪心髄険lこ加勢覆します。 ）

これらの態藍圏は． うんか． ・くうかの虫頂は

田鹿罰横，頸温粗胡亀常鞠であう。 水稲の病

者につし、て、舶p、ら

1，櫓和良2． 色素朽病3． ごま察持病

4蜃鴫痛萱稲紋埼轟6′貴鹿層痛

7細野があり、駆除法こして味，

ウスプリン，ホルマリン． フジ戒ル≠ウ

セレダニノ石衣，きプロヂン尊である．

このように′4ネ亮用酎経電のりこえてし、くの

ですクでして飢栖勒成庄、畦村数大枚，古0

江爾後で′品鹿又は土地の利中こよって異な

う肝、大政／10日爾後モイ末は尋くの東芝

現にの七．
乗れば爽引ほど誘きたれて風こ吹

かれてし、も甲です・田直一郎領金色にめひ

っがされるこ，イネIJ刈りこられて′イ耳の

一生は終巻のごす．
（大島ではワ局の末カ、ら

月の初日こ刈り終るのです・その後2粛代

に． 移ります． g珂20甘煎級功＼ら→酎牝瀾

じ頻存ごあこ駄われて11対頂刈取急のですつ



その後，よく乾壊させて． 組敷にかけられ．

靭となり．培果して：食滞lこ象られ急のです

又楓の璃感が謳Uこ，米の敢Cやられ昔す

（17）

轍ん鮮苦労して朱色屯すらこやすやすと

やって味方LL、ここうですね一大聯粧して下

でし、。

寸の名ぼ一「コワゾウムン」下す．
一一・、で・・ご・． こF．．、，、一、．

＿F．．
＿－1・－1． ＿． 間，－　1＿，． ＿＿－，▼、－． 一＿、． 一1． 、Ⅰ．． ＿一一T一　m． ・、＿－． 、－。 、，叫よTi． LR，． ここ、ト． ニ1・Cl附し，t、tlltご－．l＿一一、t町一打、1－1－－

剋磯　　部　． 言己

4日． 生物部見舞舞木ス

ダーをかかげ′邸の栢合ノ淡

観をして部に入っこもらう．

湿野題武者を恕垣こ壌恥′部眞

・0・萄聯斑ブランクトソ裸集第一回

○郎属謡夜型判定

0千束ゴケの亀子観療・

○カエルの解剖爽験（アマガエフの

ち只本肢マ抑匠物ノ且錬順一（今、日中）

71日ノ貯蔵デンプン観衆

2∫民無し金魚）の呼吸遭動こ温章

第二回プランワhン採集

6日植物の憲敢測定

鴇3回プランワトン株集

27～g自尊郵相埴物撫集会（如肴1

7番）

7月′頭声峠lこ環集埋足

曾珂マモリの再生飼育（失敗）’

各母床真弓荒本楯製

9月山羊晶塩物浄疎作製

10日○γ－もellS原稿〆切

71甘史化熟にてなえ∴和風作品及び校

友殊晶整理

1周0γ、）ellS発刊．
文化県（2L2Zウ3）

員　穀　分　類

上　原　畠　明

海や． 山へのノーズンも凪ぎ去った今，こ

のよう’な艮幣につい．て記述すうのむどうかと

鴇果したがノ風紀なもので′奄案の異にいく

らかでめ画をあう諸寄のことと考え，叉果

乾のシー太、ンにそなえて∴．
諸君の環集に何ら

かの牧剖里はたさばこ霞考して音し、巨ものご

あう飢わずかなか、むご、も笥宙か、痩せられま

したウノ轟に叶うここう．

またノ常闇引こ粧．われう教．例えば野建カ、良

壌乗ノ朝亡．在大嵐，布噂や又． 山河ご見

つけられ5賢につし、て列吉己してふよう．

乳J．軟体新物畢（PhyL田鶴卜持しし

止Cα）に♪＼D． 亡らに′五つの感∴Cノし

乱SSもS）に分れろ． つ去り′ここごは、

ピザラか郷と腹足部芭述べ′あとは醇2時

・＼まりす

1′ヒサラダイ瑚CCLo＿SSもSPoL

ソPLαCOPh′0ナ且）



（／官）

ウニヒゲラガイ粁（Fo＿町自白皿

Acan七hopLeLLナL仕ne）

こゲラガイCLtoLoplい▲ナα

．

音はPO－ttCα（Ltsckke）

2．腹足紺（CLo・SSLSG仕StrOPO

dノα）

寺やガイ杵CFo＿mtLtq． ト右1Lt

Oももdae）

フクLコブンCHcLLも〇七LS

（1tVeTStCOloYRe′e

VQ）

1ボアナゴウCHntもOttS＞－

Q．
γ1ン乱LtmYte）

ビラアナゴウ（トlaLも〇七もSP－

し乱れαtn． Sovノerby）

マアナゴウ（HqLも〇七tSOV・

いね：Gmeいい目

ききガイ（HaLl．
〇七七ノSaSt

¶いしれJ乱Ltnne）

ス刀シガイ斡（Fq． 叫もノLも軋Fl′S－

SしいreLLt′dノae）

オトメガサ（ScL⊥七はSStne－

YISi，S白LcLi／nA′tLLe）

カコメチドりガサ〈Hemtも01叫は

Pa一札kもQはOyelノGは

もれ瓜．
†、CL）

六方シガイ（MoノChv－OChも3m

αγ札乱レ）OSChもSmq． D

もLL＞レyn

ツタノ八刀1掛（FはmtLtnPq．

七eLLも仕乱色）

コガモガサ（COLLamαLLLC

hⅡnnrPもLSbry）

オオ＜こツコウガサCCOLLはγも住

もOS七はdJげ江Lrもqj

アナガサガイCCeLL且1rtnS－レ

eα㌣れSもPもLsblへy〕

ユキノカサ牲（Fo． mtLもnAcl¶－

㊦も（九αe）

ウノアンCP乱teLLoiノ且α

Sq＿CChqTもn重し且nX

りユウキェウアオガイ（Pq七eLt

OLはaStrtaもnQは0

－ye七G（1もm（LY仕）

二シ〒ウて科（盲はγ几ししい1Tr0－

－Ch′もれ且e）

カゴアンソヨウガイモド耳（EはCh・

一eLLLSLnStYもCtはS

GoL⊥Ld．

）

サンショウ打イモに耳（ELLCheL

nStレSChkeiノPt． ts

－bTy）

へ、ソアキアシやエビス（StoT現高

－eLLαCはrtCeノLLは七且

0トもβntαLLSPt′LSb

曽卜y〕

オオアシマガイCS七〇m仕もeLL

－nSはLC七才el－乱し仕れム

ーVCk）

イルマナグサ（GiノbbkLq01’

－fLYttSCOgnq寸且Piノ

ーLSbY、y）

ンモフリサグサ（Iw乱k礼W乱もY一

一OChu－Smももも軋七は5

PLLSbry〕

イシダ甘さ（MoTlOCtOYl↓cL

L軋biノOLt，nnC）

ハナダタき（HoYtOdノOTl七は

CnYt且もLfernL乱れ

一札ナClで．

）

サラサダマ（ChrJS05七〇畔にL

Pa十は瓜OX軋甘LBo「γ一日



ウポガイ（TeeⅡLnarggや

ーOS七01≠乱しtSChket

To－PPはrOne－Canefr

1」

ウスイロアツモモ（CLnnCu．
Lは

－SCLaneはtotノdes

W00仕）

′ヾニフナッモモ（Cl．
q」几CLtLはS

Stも百m正も軋ナもはSA．． A

一札α誓S）

ナツモモ（CLnれCLtLは5mは

すぎすもも乱rt，はSPh′もしも

PPt）

コマキアゲエビスCCL乱れCLLLは

－SbI－Onれもナナ且terC

4し止5㊦PtLSbY・y）

八コアキエビスCCoナ乱しαS七e

－Le－PLtLCherトtmは曾

Sovvel－by）

ハナ耳サゴ（C且刊も七tq．．

トOt

eLLもnaGou． Lは）

ニシキウズ（Tl一OCbu＿5m且C

－はし乱も止5，LLれe）

ムラサギウズ（T1－－OChLLS，S七

一eLL且tはSGmeLLn）

ヒメダカブりCTroChL⊥S・P汰

－S‾tはLosはSPhLLLPP

－も）

ワラサ什ティ（TVoCh．

止SYtiノ

Lol・tCはS． mnxLmはS

PhtLLPPi′）

ギンづ「カ／＼マ（T㌣OCh． は5・Py

－「止m＿LSBoTIl）

コシダカギンタカハマ（TレOChは

、5′trもSeY、tnLSL軋吼

一礼rCk）

（／9）

ノポリガイ（Mol1LLe11SmL

－thLDl⊥nkeナ）

ノしブタエシタダや（ToLOP已nα

LL了はnn年FLSche・「）

アワジチゲサCLも1¶⊥し乱YLは，

乱W吐きもeYtSLSSower

－by〕

ギサゴー（U爪borLもは畑LCOSも

αも止れ，KもeneY）

フ）Lやガイ科（Fn鴨tLLnSも〇

・m且1日」い1乱e）

フルYがイCStom乱1七色守れ

－ymO七もS卜柚子bLtn官）

リワアンマガマ（Stom乱も七重

乱れ8はし〇七且A．

A仕nmS）

車コアセアシマガイ（S10m∝tt′

－止血ecoLO11αもαGou． し

－（1）

とラビナアワビCGe几nPLαれ

－L乱七且LnmtnトCk）

カタヾガイ朴（声軋吼LLLnArt宮

－nrもd礼e）

リェウキュウカタノヾ（A†t乱qトも吐

乳eLpkL札はSLもれne）

ぺ二万ダへ、（Ang且rt吼Y且g

－qSq．

KterLeト）

リコLウテン科（F且mもしtqTLLr

－bt札もCLq－e）

ハ功レマヒナカダぺ（LLotLna

CyGLoma．
一ToれLもn）

ムラサキサンソヨウスガ、ィccoLL

O仕もS七qcos七はLosα

Soweトby）

リウテン（T沈PbopethoLα

一七ⅡSLi．
nγい已）



（20）

ダ、ソマミサザ’工（丁しんでbotee

－VeLP事も，LLPPD

チョウt∵ンサザエ（TL⊥rboar

一宮yroS七〇mはSLi．
nJle）

コンダ刀サザエCTu＿トbo♀七en

Ogy「ⅡSFもSCheγ）

でコウガイ（Tu＿トbmαrmor

a七はSLt．
nne）ヰ

カンギク（Tu． トbo、COro札α

一七はS・：grqJUJLo＿tしんS

GmQLL†t）

アマオブ才利一（FoJnLLLはNeノ、「

∴LtiJもαe）

コシタカアマガイ（Ne′㌣Ltは．
S

一・七巨もα七乱Bttトトow）

千八’アマガイ（NerLも乱．
PLも

－Gq′七乱Liノn軋已）

フトスジアマガイ〔NerLも且ノC

－OS七q二fq．
GmeLt札）

オオマルアマオブ木イNeトLt乱

Ch乱れ且eteOYtLq」3＼／心

・Lも＞＆七0．
SowQTby〕

アマ升ブネCNe「tもα・aLbも

ClノLt吼LLれ牲e）

＝ンキアマオブネ（NG卜tも乱

POLもtaLtJtrい已）

リュウキェウアマガイ（NerL七α

も几SCLLtPt且RecL眈乙）

ビナカノコガイCCLtthon＿

○レLnL且几te札StSLes

rsort）

インマキガイ（CLLIJL0れ＿、ro

－tropLCtはSM仇トteれ

－S）

刀ノコガイCcLLthorLSOw

－e∴トbLn札止SRecL且Z）

フネアマ刀イ（S乱Ptは←l′aP

O十C・eLLnれ仇Liノnne〕

ワサイロ刀ノコガイCSTnnr仇膏血

も乱′rl仕官も且几anα，PL⊥

－etLはGo（⊥td）

アマガイEにキ秤CFq一mもしも乱

Ne「ももOPStdJLej

アマガ、ィモ匝とNeトtもOP・SL

－．

SrcLははしは．」も軋れe）

ママタニシ朴（FQ一肌jふ七1C〉ノC

－Lophorも且はe）

Lウノンマヤマトガイ〔jnPOrtt

lは七okLLれrLOShtmnγtO

PLLsbrヅ巳もHLVCLS

－e）

ギカイママダニシCCgCLopho

tはSKtk乱ten＿SLSP

一LLSbl－ヅ〕

オオヤマダニシ（CツCLOP九〇「

ⅡShも卜qS已tPt．

LSb

－トの

オカイト刀ゲガイCPsekaOPO

帆止taseosPtLSb

－rJe七Htr軋Se）

タニシ租CFq調了LtnVLヽrtP久

一トもα且e）

マルダニゾくVLレtP丘γ1⊥S

m且tLe乱もkSReヒレe〕

クマキビ科（F乱吼LLL軋Lttt

Oトtれtd且e〕

コンヤイトウガイ（Te．

Ct且卜tは

－vScL⊥仇も几gtLはChLtα

nJ⊥SPt．
LSbrJ〕

すフ亡等レガイ舞CPqノ軋↓Li一仇Trl⊥

L化Cq′teLLt且はe）

ワビキレガイ（丁トは軋C乱teLL



二α．． ＞（1LL乱軋PfetJfe一

一ト〕

リンツポ杵（Fは画しLL重． FH． ss

Oもα． α已）

タリムンチョウジガイ（Zebもれα

trtdJHrも乱もQ． 卜牛もChl

γtd＿）

刀りリオミリチョウジガイ（RLSSo

nもα、SPt．
ナ（rも軋れ0れも

ト0ししこもel一心Sou／VeY－b

Le）

ンロチ冨ウジガ4CR七ssot′省ul

SCnbr＆Gはトナetも）

ウルマガイ杵（FamもLta．
／いre

－hももec七〇TltCi．
乱鉄色）

ウリ4ロナワメダル′マ（HeLiAC

はSq．
0トSLLOSしんSHL札

一dしS）

コング刀グ」レマ（PhtLもPPta

hJbrもCレ乱」もrme）

〃ロスヂブルマ（Archi．
七ecも

OrtLcQ＿PerSpecttv

－CLLi′作れe）

へビガイ粁（声amtLLは＞e㌣r孔

－tCしんし乱ri．

LdパLe′

リュウキ1ウヘビガイCSet・PLLL

±ご‾ナ‾＋亡才

C21）一

〇vbも． S．もレLmeトQS止「

－止SOッ乱me）

ブタモチへビガイ（SLPhcけいし止

れ，m乱六七mⅡm′Sowerb

－y〕

ム刀ヂガイ（Velr†neもⅡS．
㌣e

－化も．
SecもはSCq－rPe性も

eJr）

ききでガイ（StLtqは仇J‥しα

G扶J札もrtgi． MoT・Ch〉

コケさき疋ガイ・（St・Ltqは且ナも

一往angはtrt＆Ltnれe）

カワニナ耕（Fnmt．
Lt色Thi． α

一トも1qe）

4ポアや刀ワニナ（MeLnJtOiJ丸

eSObLtqはL？ r乱nOS

一往S押しももれ）

ネジヒダカワニナ（MeL鑑札OL乱

eSri′中甘兢Grα七e

－し0しんP）

トウガへタカワニナCTht′α「α

Scαbl一α日比LLEr）

ゴマフ＝ナノ叶CFq押目∴Lα．
PLq」几

一住人td＿ne）

ヨコスヂタマキビ芭ドモ（PLaYL仕

－＆XLαVLrgαtLtgS仰

IL1．

れ

敢脅し、一時の女生徒の中でも′ガ

かごすクラブに御口し． 珠醜行など

にも率先して勧して雀距敵，山の中

急硬斜を歩カ、されてもへたばもず、そ

のブヮイトは．
男生徒にもあとらぬし’

きのUL、とこうき乱せてし、さ，

一一一‥未崎・一一ll・・一一

やlもすると、東わ托そう払ワラフ、内

の明るさを，彼女は．．一手にひきらけて

とりもどしてくれる・

ま1． でしずめクラブを明るくする

人．．こし、った虜b

【＿吋－－、＿V． 脚，、．，，す、＿一冊・フ．，t．，．－p甘rr、汀． ・、－－tT，lてr－1、． －． J一一　一一ムー、ナノノ



e2）
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奄美を訪れし自然科学者

森　田　先　生

柊醸こ共に． 日永　　平　田　鼠　碇

額土は挟められ． 広

くその研・兜の塀を百のてレ、た自侭絆学巷も、

奄夷の波崎まごは密んど取られた塩析にとじ

このら絶て暴れ特に凍原乳を雨下すう両方

菜の諌賃料に乏しく． 衝兜に史嘩となりし折

に奄奏の復帰乱白夜絆尊名への大き駁研究

の塚として浮が1ぺ上ったので・あう．

史琉球列島の筐鮒等史の和文を見ても

奄夷大島の調査軒先ぼ他の昂マlこ比ヾて壌れ

てし、う車栗が切乾これて属ガ．、これらは台湾

の存在及ひ、椿に文理の段によって閻魔それて

いたものと囲われう一巻雲の噸覿且一一一一一喝江

崎樽三博士（昭和12年）奄葵の門戸の開

放に樺し、，それぞ、れの研究者の嵩積邑貰え5

こ矧こ′又今後の倒叶こしこも重要で誘うの

で．
この創刊号1こちなんど御格介註泉沿て配

述したし、・これはし＼ずれも私の珊対し得た範

囲ぐありますので、。その魚を御薗承徹し、たし、

こ思Uます． （膀序は′釆葡年により重複

は（〕内に隼のみ▼）

く唱′壇30

3ノ翌33

台4）

新敏夫

（閏：2930）

初耳和彦

（魔，守男

3133）

内藤轟

く限． 2930′

即）悪之凛

沖永良郎与翰

甘密光i欠

く慌′29． …り）

を美大昂茶あ

虎児敏夫・文理生植物教

子更

奄吏群島の放物舟類営嘲

調杏，並び、に民範蒐東

鹿大文理． 生，動物

教授

艦生！諷くメワラヘビ）及

び’嘱乳類特亡夫砿記愈喝

の確一恵状況冬書河姦

大喝一夫

（略． 29－30

32ノ33′動）

徳之島． 奄

美大島

鹿川芳雄．

（昭二？
．

33）

奄美大島

高良鍍夫

（昭2色勤）

東泉，沖丸

虫部． 憶之海，

奄美大島

束こ本拳ニ

（昭欝）

奄美大海

波多江．悟広

（昭ヨの音界

・・＼・・・－

康夫文理生動物額梗

奄美大島の醸′県東．

与論島並びに坤丸亀率

の胱謡稲穂（粗製掌

虎夫文理生痩物

寮g頸誼ひに橿財生態褐

変慶大壌頭株尊敬後

項格

埴乳草衣∴樹木の分類

学抑調奪

熊本大望教寅生物朝

顆∴教理

両棲艦虫項の分数並び

に生態町蘭直

ハブの生蔭軒究

廣農大嬰． 檻物． 理喀

奉答頃及び’唯物の会布の

観鉦

琉球大・貴報政動物．

艦曳′亀虫． 健在奥野）

硯査．

廣庫青田濱島主車

種周の埼商環境諷鼓

忽大文理． 地質学

粧役名廠市の水遭

′轍笠工埋つ糀層帯蚤



宇郁宮泰明

（昭． 30＿）

名題

池原輿堆

く昭． 30一弾）

奄美． 徳之

島

伊東廿搾坤

（昭勤）

喜界′奄美

大島

専邸宅吋を

（昭31）

謡え島．

奄東

白水隆・

（喝3じ奄果．

島・痕・俊一

し詔3り奄芙

在′敵甘己二

（昭剥）奄真

性々学

ビ山白・県立厘大rr潤子同

席項ンリワ∵ノイ∴Lリ裸策

の喝朱寓し薗塩草）

．
琉球大文理生敬扱

オ井シロアゾ迫がにての他

①ソロアリ調査

浪汲大考． 助叔硬

′眉唖那珂昆虫）秩菓①馬来

島

広大理． 朝

両棲枚の卵並びに突後材

料のソリケンイ毛リ環東

内戦帽章

（昭33）

聴之鼠． 毒

乳奄美

古舞克則

（耶33．34）

l奄美

水野春彦

（喝怒）与繚

沖丸虫部，徳

之島．
奄美

展正

（唱33〕与翰

沖永島部徳

乞軋　奄美

几大介校　生　　　　　　微　風　清　砿

酪屯株集のため来烏　　　　（疇〕3）奄美

籠大　農象　植病　時　　朝比奈　正二郎

槽物病理　俸菌株集のた　　（昭勤）奄美

少　　　　　　　　　　　　岸　田　久　吉

乗取大　寒　埴癖　的享　　（昭ゴの奄美

確物療型　ノ軒蘭罷集

幣大様筍・ヅ・ソガムシ並びtC風上腐プ1ラリアの僻見（

（23）

九大要∴勤的与

野粗グルーブ1こして，徳

之島．者軋奄美の野敢

並びに曙敬の環東

鹿児島度量亀鑑教

喩確珂揉篭の鳥

大徽学葺勧取扱

奄芙野島の硬水のプラ． ン

ワトン開基

大坂学芸初級手

塩産の風域厚東

京大丸亀動物

を笑海原の漁族の調査

同左予防密生軒亀虫郵

最亀虫採集

寒林埴

寒林賓撮並び、に衛生

亀虫の覇査＝

昭光誠曳ぷ）奄美

茸う浦項司を内の

フランクトソ採集　f日
川　内　且　昭

回的：名敢塔内に醇患していうプランクト

ンの種類邑明らかにするここもlこ地域によう

分布ノ水温ヒの閏株′季野との関崎′瑚汐こ

の間株などを淘黍する・今まC、に本格町敬裸

東はわずかこ友Lか行って良し、のでノまだま

このう捜備には．
ほど遺し＼伏し、ままでの米

貨したここ．観廃したことにつUて徽二刀、し’

‘．「∴T．

月日的妄し’ので．し、ろし、ろ現っと息が卑いか

と寓Uますが．￥の魚はよろしく御栂導抱が

し、ます。

名瀬藩の批埋昭環境：－

名題藩は、化に向って開き．東文略源に而し

てLlて′そこ＆粟和が’渡れてし、ろ．湾口は．

ZK刊で． 奥行4K札である。 湾の中央部に

は和に愚二川7項三し、子・し、ろ郡、注入量は



ノーノ

ノメち、し’リ

棟廣方法∴　－

夕刻　たほ． 早熟ニボ、一トの枚にプランワ

トン不、ソトをつけて． 髄鞘ぐない区域苫引

く。 ダ利や． 早朝に行なうのはての項が叢も

看　頼　巷

も多くのプラこ／ワトン伊揉壌できうからで軋

るクしかし早朝に行なったここはまだなじ。

6月JGロ（午後G醇30介へ7時50如

実はこ舶こも一回行なったがその藤枝寒度の

高し、アJレコーjレ渡けたたのか．介解してしま

図



って仝く竣領できなかった． しかし． こ

の日（／6巳）は10仏爪ルマリン水溶

液を作ってノ行1これと県東これたプラ

ンワトンにサせずつ加えとのモ立求に固

定ごきた．． 殊集範囲は塩浣一帯で，賀

来から粟ブたし、に．腹涙の果てまき行き

ひきかえして′賂4ブ4のところ舌下行

なった。10分唇にネ、ソトを概げ5分垣

に水温＆計った。 この乾固では沌適は

（2孝． ぎ℃′′＼′2竺L／〝Cで1． での書

は乱三門：て∴抑二よう分布のち即し、

はみりレしなかった。

囲鼓する粥のプランワトン（肉眼で・も

軋廉で至急は′穣脚裸のよじ上へ下

へ清漁に泳ぎまわってし、うむの． カニの

幼生⑦叩く雇寡の底を塩． し－まわってL－5

鶴の．また′刀二9マンの瑚生などはノ

ての疎の綾錦か容農の庇につくし． ピョ

ンこ．′上へこげあ肝り． 次軌二沈んで・

きて聴、刀鴫につくこまた＿ピョンと

てぴあがう． これを棟りかえし

てし、呑．この棟にその逮朝の土方挿様々

であり．極東も萄し、ので・し、つまモ見てし、

ても健吾なU・環集されたプランワトン

且搾んど甘動物畦のものでその中で敬に

勘、て．野足門甲奴卸爛組播く会低の

98兢媛てある。 その杷魚額の幼鵜． 腔

脚雪クラゲ項． 原生門夜敢虫類′植物蛙

プランクトンで、は珪範額があう． 甲赦叛

にあ、し、て最も脅し’のは繍目でノこれは

舌だ介現してなし、訳．次回にまわしたし、

ヒ思う。次に孝し、のかあ品目，ノさあみ

冒．十肺冒短足亜巳（刀二の項）苺屠

亜弓，（エビ0）類）．．隼脚冒たいのえ科．

璃脚草こね、むし純金池冨うみはたう絆

ウさ木ダル隼である。

寓3

甲殻術足尾重層（力この頃）

の．幼生

回4：甲敢闘長尾正塩さくらえ

ユ〆エビ（Lu． ctjeナ

トey几乱しLdtt）
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甲殻網おきあみ甘幼生

b

きちとひ。

あ喝

ヽ

7璃25日（午後8時へ9時∋0分）

先ずノ膚に川の川口かう採集芭庄じめ． 新川

の川口を硯リ． 凛頃まで行なってひきかえし

た．撰集三牲たプランクトンは先日ヒ大味欄

bであう加原束綱幼形日あたまぼや純∵昆

虫楓コスリカの朝里毛試門駐虎月ヒ冥っに

もので、あった。 なあ． 先月保粟これたものモ

今月歌集これなかったものは取顧曳顆′珪塩

類ご′ある． ユスリカの甥屯は新川の出口モ民

焦された。 これ且元来次1idこ樟一打のである

紙用に疎んでeたものか乱れてきて川qあ

たり且壌舟渡州民いために生モてい仁もの

と思われ吾．

プランクトン琳最も脅し、とこ引去． 席瑚吋

迫∈あう． また河か光を取つもの肘也のプラ

ンワトノこし、つしよに米山環席こ軋たので

ヤ二ウチュうに埋し、なUと詰って平政掌紋に

掃う掃えり棟境したが、，て仕りLL、ものは．

…匹も且族巨うなかった。 マコウチュウ以サト

l二発光すうもの亡は′ウき赤ダ肘． フウせン

ワラグ、等絆あうが、，株凍上れた尋宝木ゲル

の敬L． 光るものの枚邑比べると′ウキフ矢タ

ルのほうか・はうかにリ唱かった。 またフウ

せンクラゲも見あたらなし、． だからマコウサ

ユウ口碑かに礫集これたこ思う恥まだ爽猟

に罷たここがなしからぼっとりしたここ味し、

えない。 もうーっ′不恩顧に罷ったことは．

瑞他門毛足網多毛目ゴカの猥）がどれ

もみんな体の一率だ廿し力＼珠果されてし、なし、

とし、うことC、ある・￥軋れ頭率から10へ1与

野沈下加、閉←してなくなったものば五＼りであっ

て。これらのここも・やってし、くらちt二様わ

かっこし、くにらがUなじ．

介猥：日本動物阿観C比隆館）舟規

水産動物回教（太俄堂）によって後疎を喝へ、

Eのであうれ目名ま〔・は伺－こか明ら功＼にご



きたけ軋どもノ葦斗囁線名は不明のものが博し、

プランクトンの中には． 幼生や，成体のもの

訃いうし、う入＿り軋ってUもので． でれでれの

級粗の赴里の遺臣にかす呑聯跡はっきりわ

からなし、ヒ会壊す台の巧むつかしぐようだ・

貯7　　甲殻網遜み官の一夜

（27j

同県東門尾奈絢地砂目あたまぼや汁

ワカレオダマ求ヤ（OlノkopLe↓LTll

dも0もGα）

α尾野宵爾b剰面会砂

玖2節足門甲殻網外形目うみはたち錬

りさ水ダル〔CyPトもαLn＆虹もL

gel‘tはOtfLtJ往．
外観生砂

♭、扱巨とリはずした中頭

〔

＼、ニ′’1′、甲殻綱轟音目の一題

釘9：毛顎門矢冒欄失屯尋やむし料

フワラヤムソ（ぶ且弓もtto＿eγqL8

－tα）

暦10失蛍楯矢曳巳やむし斡CSke↓七七乱

5P）毛現門は円形門と狙紺雪ヒの喝に

位し一節一目∵舟しかもたなし、痩頬であっ．
て

雌雄同体をある

句鞄

『ヽミ

甲殻師直宅愛冒かにざまし汁の幼生
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と　き

運朝会のピン

トゲーム「私は鞋て、

しようJに佼閂と衣の舵の太がデビューLた

この私の末は払渡が、旧制大鳥中掌紋に入学

した頃は東だ少年期から青年噺二入った吋宅

で絞門の綴ヒ北風の｛乾性ブロックの塀のあ

う）線に労って密に迫木となしてUた．
そして′滴うような背紋の転株は麦は二4

鵬Lぐk
二4できの蝉時雨を降らし′冬は季将風によ

強鮎秦で． 妥陵写軋二昏鮭の固蟹玉めぐ

らし．又生徒の舘し、の喝所管もあった．

その頃．取十本を質したそあろうこの並木こし

太平洋競争最中の松堰油資噂として伐採これ

たとのここである肝． 喫雁の毅噸駁学校用

i且を思うにつげ，あの頃の松や緑陰併し、まさ

らのように橋しまれてならなし＼。

それぼてれ宅して． サLくこの拡苫つし、て

寸載を姐ヾてみう．

PもrLnCe（1e（まつ科）LはChuノen．

－3もS卜4nyl、り1ウキュウマッヒ互

い′この分印は寵球列島に乱れ南比隈

は未開奄＿手あう肝）雨は省考に及ばず． 九は

九州本土にj皇Lなし＼．

茎は． 一灰鴬色を呈L． 一覧鹿児馬上は巳のク

ロマツに＿似て素人には見分け孔つかないぐら

し、である脾．葉及び花はむしろ本土のア刀マ

、ソに1丘く．寛会に独立した一律であるここは

草笛を見ても明らか＼である”従って琉球列島

（大患を食む）梗特の催物ぐあう。

正確なデし一ノアはなし、和二刀＼なり大ノ和こ威壊す

わ　ざ

大　野　卑　夫

う，（即席C／∫肌以上姻首澗暦汁以上）

鷺は針状，2本宛． 来生∴梢，柔軟で． 賃縁

に近く敬佃の喝‾胎道を有すう．

雌畦同株を3月下旬頃俗称「松のみどり⊥

即ち新芽の上端に数個の雌花をつけ． 叉での

妄執二枚花を生ずう．柾は樽疎放碑塩をなす

が、，二㌧千は題賂する．花粉は成熱するこ胤

に乗って雌花に婆すうが、吏塔すうま百の嘩煽

期間が長く．9丁∃頃党宿し． 更に種子は翌年

の秋に到って潮やく療成これろのであら．

種子には′本体の呵3倍の貰芹を′もう風によ

って解散し、風雅を得て発芽す5（時鵜封

筒未開査）成長は鼠のて早くI年にJ米独上

伸び、た例もあうようで、20年・もすろと．嗣打

として硬立つ′郷土の森抹箕穐き挙げ5なら

ば￥の筆頭に飾られる山の手あうここを呵

盲LLL、、

今夜第5回文化祭を詑余して． ワラブの葡蔦

の野1＝二より新の噸鞠幕か剣チlにれたこ亡に

対し，年来の頓用としで同庫①愈げ入払うも

のかあう．

恕二リュウキェウマッに開すう寸職を述ヾた

村′校内の一つの徳和こして心算LL、観衆軒

先になると．顧l二閻難なここ．更亡知ってし、

うよう子何も培ってし、なし、とし、うここが．こ

の文と宰す引こ当っての失感李ある．

頃くぼ．ウラブの簡素が某に日代陣営の同額

毛として何かふっで・も確東に研究を碩み上げ、

てより深く．よりなく推し漣のて行｛なら



ぼ．この傲閣議も箆と迫ノつて定説なTOl一も

e†lS」に成一畏すうで、あろらここと期待する

もので、再を．

記串のグラブぐあう惚亀甲の健闘も本革に

入って極のて太賂軌こなりつ＼あう． や耶て

は．花は嘆き鳥は唄う写堰に重うことと謡う

相項えて楽しい学園鮭海たつくり上げてし、く

（29）

ことを細騒し、したい一

環盾に題名を「こぎわざ㌧とした那－． すでに

青年期引乾して東本になりながちん． 嘲呵与

の風雨に耐えノたくまLU生命力と渡えっl

東館こしこて甘え立ってし、う． あの租の姿は

払塩に何等かの永吸革与えてUうのきはない

どううか．

日召和戦年度

生物部活動突縛

4日，鵬観察
（イモリの韓子． オワマジマワ

ンの血液混載）

夕月ユスり刀の飼育

ユ入り刀のだ腺旗色体観察

6月校外植物手来襲

（禾戸峠耐‘迫）

7且～宵月・創立五十五周年毒己倉のた⑬生物

部又は校友の作品展の竪盤

9風刺こ五十五周年記念なの百、

大島時計動植物裸各点東及甘解説

○顕微鏡操作放けミドリ屯の観察

〇枚内にあけ5景・杖の野草展東風甘解

釈

○生物部並げに校友の貝放′蝶属属元

0解剖暦数〔布で卓． カエル． ￥の健）

日月第1回． 裸集会．これは怪物乳と＿勒

甲華が、あったが’′動拘椎は面のため楓

禁物はとれず． 確拘租はよくか、んぼっ

てLrた．

探替地は夫島野笠利吋一円で′1沌こ

巨富

昭和54年度部員紹介　　　叫、

九年

森崎光子名瀬市掟専町∋

地境紀子屯上町

寓′凍美種子生象町

大森渉子音勝町

押紙私’手か穣町

斉藤・チエ子ノ1＼寒町

崎山佐枚子拝観町

魯項触手石橋町7

春
頃
享
敬
正
繋
‖
徳

崎
首
川
田

患
部
中
最
古
泉
西

江

　

喜

　

子

　

子

　

音

一

蟄石橋町／

海区gのり

住昌町． ∋

御町

大嵐

頃　凰　懐　手　　和江町・一～ち



（30）

望　年

白　　　英　雄　　名瀬滞山下町2

凰
宕
文

叩
正

野
田
野

馳
良
書

年

翌　　　年　唯

永田町

喉凰町23

夫
惟

隼
守

野大
計
・
里

金色
、
机
を
武

寓
腫
恵

山
野
田
野

春
風
闇
夜
壌
回

顧
部

沖永良部捧泉記

南平∴’郡

7月25・26日に沖永虔却島で学校本官迫

壬1番の施芙オリンピック大会か開催これ与の

を本税健手の恋枝と束ねて礁芝す3ここに

した．

7月23日． 鹿渡島一大亀腕の高千穂丸（

／0，17屯∴／〃ノット）で㍉l千村日時噴

出離した．約11喝間ほど走りつブけて夜中

の12時項沖永良部の和泊シ軋こ入蒔したAこ

こ享こ－く各連中トビウオや．イルカ峯こ掛合

う．

24日ノまずこの亀をちょっと紹介してみ． よ

う′沖水鳥蹄は水島の東経／28325′官ク牝

韓2g023′26ケの帝西肴にめって． 萄額

庵から槽と島の宅噂潜経由和泊塔まで耽層煎

／00度の池魚にある・島の対材！ 5里C困

るOKm）で． 面練9年荘牙和ノ人口は∴和

好か．12、百ム4人，封筒／2，∫∠4人

計2J‾． ZZ才人で′この両町を一風を成

している．島全部か隆起珊瑚樽モ形成これ，

商酎こ紺長く伸び、最高梗高は市坪の中央

の大山（24‘呆）ノ比邸で慮山（／gg呆）

そ，鉦鼓灯用卿乏しく．海風に僧都悪Uノ島

面瘡の37宛，ま． ∫／〃町食（田642町

食∴紺2ノ診ワ2町）と所有し、一戸当り吋

ム京9畝2t7埠に当あ・又ここは水濱伊こぼ

しくⅦ畑⑦大半好天ホC頸って耕作されう状

態である．

葡萄部に合し、Cは大山亙中心ヒすう水源

なくノ奴晩成まで欠く有様ご′ただ知名町の

僅吾郎各に暗）11（クラブウ）と呼ばれう鯉下

780犬の深さの肝に水量豊かな湧川かあっ

て．，脱党の郵落民は大′1＼人称二頭に桶さのせ

て水巨はこんごし、呑。
従って電方事業の普及

も左ら獲れ′有町世帯は． わずか全島の？

0好に鳩ぎなし、・ごのように水不足のため昂

には癖也が多い。夜襲こしては寮噂生産は勿

喩．土壌が粘土匿のため雷倉⑦教痔に凰して

おり、し、わ炉を工ラブ暫倉こして′惑外向

け輸出されて島の繁栄に垂魯な役剖さなしこ

し、さ．又． 最近はノぐインナップ1レ老境に開山

か高ま． 既に大金帯的股賃のもとに製品工

場も現われこれも枚年間の成果か、注目これ

ている・￥の他，茶・，噂等かすこしずつ載紫

三れてし、う．

搬下資漁こし’て碑鉱石アンチモニーノト



ラバチン等。
． ∠隷霊忘榔
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に裸鴻教育根喝として且和泊町に小学枚4． 中

されてU呑． 営枚2． 知名町では八号投与． 中学校∋百．

ここの主港はノ和増殖とノ犯石蕗ごノここ和泊こ知名この中間lこ高校が建ってし、る＿

から阪神や対沖時に輸出を行う。 また． このこの密度で島の様子の紹介せ終らせてもらう▼

島甘ハブがし、なし＼ため． 夜あそく書で瀬嘩参考の亡の池関しての憎の表をのせてあく

や．考の地に熱巴に働し、てし、うのぐ皆登かことにした．

な生澤としてし、うようだ。

「‾‾－‾‾‾’－‾．‾－Ml’．‾‾’‾－‾‾▼‾‾lI
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はじ釧ま． 和泊から株賀する。 準備を終っ

た埋手壇は部から繹官引まげんでし、仁。 彼等

芝牧にしてノ1＼盤は永良和ぐ比塙に蟄る亀頭溝

のごして採集号はじ牒た． 其茨の大喝は山里

の体色等くそのつ＼あった（ヨ∫OC）

ツマグロヒョウモン． キチョウノモンミサう

り′壬ンソロナヨケ． キトンポ′コシガソ′

レオガラ野鼠裸集後車西風こ行くわ刀、れ憩の

靖で，二二ゼナ五味集′てこから少し歩し、仁

丹で電池湘軍う，そこごり1ウキ1ウワマゼ

き邑50匹ほど採集して国頭l二ついた，回頭

から1壌サくじき化し、な圏項峰かあるときし、

てノふんばbして行った．
顕は某日く′執ま

瑞光にまぼゆし、檻にかし、やUていた． ラ其の上

の立には簡札欄があり，でここ、シロオビノア

オダチモにキ′すげサギ彗アゲハ等を取って

同項へひき返． し昼食をす書せて，亀環に伺っ

て1時研歩し、た． どの間一アオスでアゲハ，

タラハモJご葺．ギンヤンマヒ）「ダテハモに

亨等五枚集． 与時すぎに和泊の宿に惰った．

ここで夜間抹集を試み七か，ウマオ4だけで

収枝はなかった．

2g． 26日両巨引ま試合で、あったのモ応複とし

ての滞り鮒酌ニカワトンボノ八ネビdトンボ

ダイワノマンマ． 乃トリヤンマ． ギンヤンマ

等のトンガを操焦して捕った．

即日は卒放せ生皮2人． 永島都鳥甘藍彼∫大

害に嚢内これこ知名の大山にUった。 ここは

米国の電波探知徴やレーダーその他し、ろUう

なのか㍗目上ノ抽入がお人ほど住んで・じうらL

L、建物は近代吋で教会や，テニスコート∴尺

スケットコート等ヒ敦礪もみ払ここのってし、

うノその附乱の畑吼押ン．
茶・，碍らがあ

う．ここでは別に乃＼わっEものは1釆集されな

かった。紺んご、前日こ同腹で・別に刀ナプソ，

アマさハンミョウ． バンさヨケア刀キカメ

ムシ′ツノぐメ二才呈子． ジマコヰアゲ八′ツ

マグ豆ヒョウモン． タテハモ年子等である・

顧愈なここに仝爵〆淘すうことなく，6時の

恥で名醸確に向った，途中徳1亀で下輪し′

1週間はと滞在して靖った∴

秩壊したものは，碍∋古確． ∫0朱ほどで

あった．

締　集　積　言己

耶毎より計画はしていた汎思よ引こ

凛楠肝集まらず，喪乾できなかった徽閑静

発刊も．今度生爛珂繊志の御協力により、

！ OrもenCe射り音ヒして． ここに経刊

のようこげも埠ました．

創刊なのも内容にも貧弱な愚考． 骨Uと

思Uますが’ノ今後次々と私利も観甘EUと

邸貿一同はりきってUます．

しかし． 骨痛すう人彿漁られた故人のせ・

し、灯．棟槌鮭を欠し－た． さびしさ邑嘆じ格

書せん．2年蜜の郎鼠不敵もあり暮した

が∴皆の陥刀を観て恕怒らしいもの訳で号

ましたここ息． 収楓ヒし、たしましょう．

原稿をしただ芝ました，疎謡． 大野両鮭生

に感射します

今枚の0†一七巳nCeの親を期待いた

します．

循栗東住専簡乎一郎

I
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